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東北 ア ジア 地 域経済協力 の意義と課題

中朝 ロ 国境地域か ら

松 野 周 治 位 命館大学）

　第 2 次世界大戦後 、 東ア ジ ア経済は高い 成長を

実現 し、 1997−98年 の 通貨経済危機に つ い て も短

期 間に克服 した 。 東北 ア ジ ア にお い て も、 近年 、

日本、中国、韓 国 の 相互 関係 を中心 に、貿易 、 投

資、人的移動、文化交流が拡大 し、経済 の 成 長 と

人 々 の 生 活が 向上 し て い る 。 た だ し、そ れ は

ASEAN 地域 （AFTA な ど）とは異 な り、政府 レ

ベ ル の合意に よる 地域協力の 枠組み に支え られた

もの で は ない 。 また、東北ア ジ ア に は、そ うした

経済社会の 発展ネ ッ トワ ーク や ダ イナ ミズ ム に ト

分組み込まれ て い な い 地域 も存在 し て い る。中国

吉林省東部 （延 辺朝鮮族 自治州）、 朝鮮 東北部、

ロ シ ア 極東地区東南端の 中朝 ロ 国境地域 はそ うし

た 地域の
・
つ で ある 。 こ の よ うに、経済協力の 公

的枠組みや 、 経済成長等に お い て、東ア ジァ の 中

の 東北 ア ジ ァ 、 東北 ア ジ ア の 中の 中朝 ロ 国境地域、

後者 の 中 で も黒龍江省や遼寧省 と比 べ た吉林省な

どの 格差構造 が存在する 。 こ うし た格差構造を改

善す る こ とが東ア ジ ア並び に東北 ア ジ ア の 持続的

発展 に と っ て 重要で ある 。

　以上 の 課題認識 に基づ け ば 、 東北 ア ジ ア 地域の

新 たな動向と して 、 中国 に おけ る」東北等老工 業

基 地振興 戦略」 の 発動 （03秋）、 韓国盧武鉉政権

の 誕生 と 「東北 ア ジ ア 時代」 の ハ ブ 国家建設に む

けた諸政策 （03年）、 朝鮮 の 2002年 7 月経済措置

（市場経済導入改革）、ロ シ ア におけ る 資源価格上

昇 を背景 とした経済成長が注 目される 。 そ うした

大状況 の 下、2005年 9 月は じめ に実施され た ハ ル

ビ ン、牡丹江、東寧、綏 芬河か らウス リス ク 、 ウ

ラ ジオ ス 1・ク へ の 現地調査 で は、黒龍江 省東部 中

露国境地域 に お い て 、中露経済交流 が新 た な発展

段階を迎 えつ つ ある こ とが明らか に な っ た。貿易

額の 増大 とともに、商品構造が 高度化 して い る こ

と （瀋陽 の 自動車が綏芬河を経由し て ウ ラ ジオ ス

トク に輸出され る な ど）、
ロ シ ア に お い て 、担 ぎ

屋貿易 に支 え られ た安価な中国製目用品市場に く

わえて 、 高級品や生産財 を含む 市場が 中露協力で

展 開 して い る こ と、国境 をはさん だ 東寧とボ ル タ

フ カが協力 して 大規模市場 （i1．1国側 の 第 1 期工事

で あ る 商品交易 セ ン タ
ー

が 6．5億元 の 投 資で 完成 、

2005年 10月開業） を建設す るとともに、輸出向け

工業団地を計画 して い る こ と な ど 、 新た な中露協

力の動 きが見 られ る こ と、それ らに対 して 、山東

省 （東寧交 易 セ ン タ
ー

の 建 設 、販 売 ）、浙 江省

（ウ ラ ジオ ス トク で 店舗 進出） な ど、1980年代以

降の 改革開放 政策 で 先 行的 に発展 した 諸 省か ら 、

中国国内資本が進 出 して い る こ とな どで あ る 。

　他方、2004年 9 月 に 実施 した吉林省東部中朝露

国境地域 の 調査 で は、中朝貿易 の 増大 へ の 転化 、

韓国 ・束草、ロ シ ア ・ザ ル ビ ノ 、中国
・
琿春 を結

ぶ フ ェ リー・バ ス 観光 の 発展 な どが見 られる もの

の 、国境 を越 えた地域経済交流 の 発展 に は なお多

くの 課題 が存在する こ とが 明 らか にな っ た 。 延

古 ・図們間高速道路建設、ロ シ ア ま で の 鉄道建 設

と貨物積み 替え施設建設な ど 1．卜r 国側 の 産業イ ン フ

ラ整備や 経済技術開発区、輸出加工区、互市貿易

区設置などの 努力に もか かわ らず、中露貿易 の 発

展は 見 られ ず、進 出 した韓国資本 （木材加工） の
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場 合 も、物流 に お い て 、近接する ロ シ ア
・ザ ル ビ

ノ や朝鮮 ・羅 津港 で はな く、黒龍江 省 ・綏芬河

（原木輸入）や 遼 寧省 ・大連港 （製品輸出） を使

用 して い た 。 ただ し、延吉に おけ る韓国中小 工 業

団地 の 造成など、外資誘致の 努力が引 き続 き展 開

さ れ て お り、また 、黒龍江 省の 場合 と 同様、北京

の 飲料 メ
ーカー

な ど 国内発展 地域 か らの 資本進 出

が確認され た 。

　以．ヒ、黒龍江省東部中露国境地域 と、吉林省東

部 中朝露国境 地域 の 格差 の 存在、後者が 地 理 的優

位性 を生かせ て い な い 状 況 な どが 示 さ れ た が 、最

近、そ の 突破 に つ な が る 可 能性を持 っ た事態が 生

ま れ て い る。2005年 7 月に 中国
・
琿春市 と朝 鮮

・

羅先市との 問で 合意 さ れ た、中朝協力 （約6000 万

ユ ーロ の 資本金、折半出資の 会社設 立 ） に よ る 羅

津港 の 開発 と 琿春 ・
羅津問の 道路 整備、羅津港 周

辺 に おける工 業団地建設 で あ る。同事業 が実施 さ

れ れ ば 、吉林省東部地域 の 物流環境は大 きく改 善

し、 こ れ まで東ア ジア の 経済発展 循環 に 加わ っ て

こ なか っ た朝鮮東北部地域 の 発展の 可 能性が 拡大

す る。

　ただ し、両地域 の発展を攴え る産業や社会イ ン

フ ラ の 整備に は さ ら に多 くの 努力や 資金 が 必 要 で

あ り、そ れ に は市場や 民間 の 力だ け で な く、政府

や社会 の カが 不可欠で あ る 。 グ ロ バ リゼ ーシ ョ ン

が進展 し て お り、そ の 歴史的意義 は 否定 で きな い

が、同時 に リ
ージ ョ ン の 視点が重要 で あ り、それ

を 欠 くこ と は 危険 で ある 。 相対的に発展 の 遅れた

地域 の 経 済建設 （道路、鉄道、港湾な どの 産業イ

ン フ ラ、社会 イ ン フ ラ 整備） を進め る こ とを 目的

と した東北 ア ジ ア 共同体の 必要性が 示 さ れ て い

る u

一 COMMENT

李 　 燦 　 雨 （笹川 平和財 団）

　中国吉林省 の 延辺朝鮮族 自治州 は い まや 開発 の

遅 れ た 地 域 と は 言 え な い 。 延辺州が 2003年末まで

に誘致し た 海外投 資は 累計 で 約 10億 ドル の 契約 に

投資実行額 は 4，7億 ドル に な っ て い る 。 主 に木材

加工 、繊維 ・
衣服 、食 品、牧 畜、サービ ス 部門な

ど の 延辺州 の 中心産業部 門に外資投資が集中して

い る 。 2003年 の 外 国人直接投資の 74％が製造業分

野 に 集中 し て お り、特 に琿春 市が製造業分野の 主

要投資地 域 と な っ て お り、繊維、建築資材 、水産

物加工 、食料 品な ど の 輸 出加 工 業種が中心 となっ

て い る 。 政府 に よ る イ ン フ ラ 整備 も進 み 、吉林省

で は 長春 に続 く発展地域 とな っ て い る 。

　中国、北朝鮮、ロ シ ア を跨る図們江地域の多国

間国際 協力に よ る 開発が思 うよ うに は 発展せ ず 、

特 に 北朝鮮 の 積極性が問われ て い る。し か し、図

們江 開発計画は2005年 9月に長春で 開か れ た参加

5 力国間の第 8 回図們江地域開発諮問委員会で新

た な転機 を迎えて い る 。 中 国 、 北朝鮮 、
ロ シ ア 、

韓国、モ ン ゴ ル など参加5力 国は 2015年まで に同

計画を延長 し実施する こ とを公式に調印した 。 こ

の 会議で は図們江開発の対象地域 を 、 中国 の 東北

三 省 ・内モ ン ゴ ル 地方 、 北朝鮮 の 羅先経済貿易地

帯、モ ン ゴ ル の 東部地方 、 韓国 の 東部沿 海都市、

ロ シ ア の沿海地方の 一部地区を含む広域 の 地域 に

拡大 し 、 そ の 地域 を 「大図們江地域」 と して命名

した 。 今後は民間企業の 投資誘致を優先し 、 交通 、

エ ネル ギー、投資 ・貿易 、 観光分野 を中心 と した

国際協力事業を展開する 。

　現在の 図們江地域開発計画は 、 中国 プ レゼ ン ス

の 強化に比べ
、 日本政府 の 不参加な どの 現実問題

が あ り、 多国 間協力枠 組み の 現実 味が足 りな い 。

した が っ て 、 国際民 間 レベ ル の 投資を誘致 で きる

環境を整え、 中国 と 北朝鮮 の 両側 に同時 に投資 で

きる投資国 として韓 国や 日本 か らの 民 間投資を積

極的 に誘致 し、投 資者 と投資誘致 国が共 同で 国境

地域 の 開発 に臨む とい う構想 は如何 で あ ろ うか 。
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